
府省 受入先部署 「職員の声」でご
紹介している方

ポスト 担当業務

課室長級 医療・介護の分野について、分類の細分化や明示的質指標を用いた統計的手法による質調整を行うアプローチによる実質アウトプットやデフレーターの推計を行う。
〃 〃
係長・係員級 〃
〃 〃
〃 〃
〃 教育の分野について、実質ベースでの産出や生産性等を計測すべく、質の変化を反映した価格の把握手法に関する研究を行う。
〃 GDP統計の基盤となる産業連関表の供給・使用表（SUT）体系への移行に伴うGDP推計における個々の課題について研究を進め、推計手法の開発や対応方針の判断に資する材料を提供する。
課室長級 シェアリング・エコノミーに代表されるインターネット上のプラットフォームを介した個人間取引（C to Cビジネス）といった新分野の経済活動の実態把握に努めるとともに、先進的な海外事例のJSNAへの適用可能性等についても研究を行う。
係長・係員級 〃
課室長級 ＧＤＰ統計の在り方の検討
〃 国民経済計算体系の整備・改善
〃 次期基準改定（平成32年予定）の計数を踏まえた経済活動別の資本サービスの推計を目指して必要な所計数を推計することとし、また、これにより得られた推計・検証結果を踏まえて次期基準改定における遡及推計の改善を図ることとする。
〃 ＳＮＡ系列の時系列的側面及び改善
〃 中間年SUTの推計方法の検討等

佐藤　嘉子 課室長級 QEの推計方法をできるだけ年次推計に近づけていくシームレス化を始めとした、QEの精度向上に向けた包括的見直しの検討を進める。
岡崎　康平 係長・係員級 〃
鈴木　俊光 〃 〃

〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃

経済社会総合研究所景気統計部 間　真実 係長・係員級 景気の正確な把握や景気指標の特徴の抽出を含めて検証を行う。
櫻川　幸恵 課室長級 統計委員会担当室のマネジメント

〃 ・統計の諮問審議に係る委員会関連事務及びGDPの精度向上に係る検討
〃 統計委員会・ＳＮＡ部会の運営、ＧＤＰ統計の精度向上（産業連関表のＳＵＴ体系への移行、ＱＥ見直し、基礎統計の整備）、調査研究（デフレーターの精度向上、不動産データベース）
補佐級 報告者の声募集関係、ビッグデータ連携会議関係の業務推進
〃 統計の精度向上、業務効率化、報告者の負担軽減等の観点からのモニタリングと継続的な改善を目的とした統計棚卸しの実施。
〃 統計の利活用促進、報告者負担軽減、精度向上、業務効率化等を図るため、統計棚卸し（統計版BPR）の実施について検討。

〃 ・公的統計の改善に向けて、ビッグデータ（BD）の活用を検討
・上記を実施するための手段としてBD連携会議を立ち上げて、その事務局運営を実施

係長・係員級 部会・ＴＦの事務局運営、資料等作成の補助
〃 GDP統計の精度向上のため、建設物価指数の見直しについて検討。
〃 統計棚卸し・評価分科会・建築着工統計調査の標本設計の見直し
係長・係員級 産業連関表作成業務

坂田　大輔 〃 GDP統計の精度向上を図るために産業連関表のSUT体系への移行を目指す上での基盤整備として行われている生産物分類の策定作業に加わっている。
〃 GDP統計の精度向上のため、産業連関表のSUT体系への移行方法について検討。

倉田　知秋 〃 GDP統計の精度向上のため、産業連関表のSUT体系への移行方法の検討。
中西　幸子 〃 GDP統計の精度向上のため、生産物分類の策定について検討。

統計研究研修所 佐野　夏樹 補佐級 ミクロデータの秘匿手法に関する研究
課室長級 「全国イノベーション調査統計報告」の総括
補佐級 「全国イノベーション調査統計報告」の設計調査分析
係長・係員級 〃
係長・係員級 「民間企業の研究活動に関する調査」の設計調査分析
〃 〃

科学技術・学術政策研究所　第１調査研究グループ 補佐級 「ポストドクター等の雇用・進路に関する調査」の設計調査分析
大臣官房調査統計グループ　経済解析室 係長・係員級 調査統計グループが作成する統計を用いた分析資料の作成。また、定例公表物の確認作業や、ウェブ等への情報発信作業の実施。
大臣官房調査統計グループ　調査分析支援室 係長・係員級 経済産業省統計の高度化のために調査方法、集計方法、公表方法など統計業務全般のアップデートについて検討
大臣官房調査統計グループ　サービス動態統計室 髙橋　一将 係長・係員級 商業動態統計調査の調査見直しに係る検討及びビッグデータを活用した試験調査（家電大型専門店分野）の結果等による検証など、当該統計調査の企画及び実施に関する業務

客員教授 ・国勢調査の集計方法の改善に関する研究
・調査票情報の匿名化に関する研究

〃 ・全国消費実態調査及び家計調査と国勢調査の個票データ融合による高度分析
〃 ・新たな統計研修体系の策定への参画
〃 〃

〃 ・国勢調査の集計方法の改善に関する研究
・ビジネスレジスターを活用した統計に関する研究

〃 ・ビジネスレジスターを活用した統計に関する研究
〃 〃
〃 ・調査票情報の匿名化に関する研究
〃 ・ビッグデータの研究
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃

〃 ・ビッグデータの研究
・調査票情報の匿名化に係る研究

〃 ・外国における統計の教授方法に関するとりまとめ

外部人材の受入先部署・担当業務等（平成30年9月1日時点）　50名
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経済社会総合研究所研究官室

経済社会総合研究所国民経済計算部

政策統括官（統計基準担当）付　統計委員会担当室

政策統括官（統計基準担当）付　統計審査官室
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科学技術・学術政策研究所　第１研究グループ

※上記のほか、客員教授15名がいます。
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科学技術・学術政策研究所　第２研究グループ
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